
2.麦類遺伝資源の収集と導入
（イタリア，ハンガリー ユーゴスラビア）

栃木県農業試験場栃木分場 消i 古幽 秀； 文？

はじめに

人類共有の貴重な財産ともいえる生物遺伝資源について，わが国では従来より品種改良のための素

材として収集，保存，利用がはかられてきたが，最近のバイオテクノロジー等の先端技術の発展など

にともなって，その重要性が益々高まりつつある。このことを受けて60年度より新たに「農林水産ジ

ーンバンク」事業が推進されることとなった。麦類の海外探索導入については， 58年度に小麦を中心

にトルコ，エジプト両国で実施されたが，当事業の一環として60年度は両国に隣接するイタリアなら

びにハンガリー，ユーゴスラビアの東欧2か国において，早生性，良質性，耐病性等の導入を目的と

して，在来種，野生種等の収集を行うこととなった。

1.経過ならびに収集成果

当該3か国のコンタクト・ポイントヘは農業研究センターよりすでに連絡が行われていたが，出発

が当初の計画より約 1か月遅れたため，あらためて計画をたてなおし，急遠連絡を行った。ハンガリ

ーについては， 7月に来日された水稲育種のSimon博士を紹介され，訪問機関等について示唆を受け

た。また，故富田農業生物資源研究所情報官にも連絡の労をとっていただいた。

8月1日（木） ～ 2日（金） 出国。イタリア南部の都市Bariに到着。

8月3日（土） コンタクト・ポイントのGermplasmInstituteを訪問。打ち合わせ。

8月4日（日） 準備日。

8月5日（月） Germplasm Instituteを訪れ， 6日にかけて調査を行う。所長はスペインでの収集

旅行から帰国したばかり，また夏期休暇で研究者はほとんど不在。したがって，現地に同行出来る

人がなく，麦も収穫期を過ぎているので，研究所での調査を中心に切り換える。 GermplasmInstitute 

は1970年創立の国家研究会議傘下の研究所で，研究員10名，テクニシャン24名でもって収集，増殖，

評価，情報管理，配布等を行っている。穀類，野菜類など約35,000点を保存し，なかでも小麦が多

く，約26,500点を持っている。貯蔵はー20℃と 0℃の 2段階で行っており，種子貯蔵に関する生理

的研究も行っている。

8月7日（水） Puglia地方の麦作中心地であるFoggiaにおいて，駅より北北西約 5kmを徒歩で採集

する。麦はすでに収穫後で，圃場周辺の残株から採集する。また，路辺より野生大麦を採集する。

8月8日（木） Germplasm Instituteで調査を行うと同時に， Bari市内の種苗店で野菜の種子21点

を入手する。

8月9日（金） 列車で再びFoggiaへ。駅より北東約 5kmを徒歩で採集する。この結果， Foggiaでデ

＊現在：農業研究センター・作二部・小麦育種研
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ュラム小麦5点，普通小麦2点，大麦3点，野生大麦 1点などを採集する。

8月10日（土） 列車でBariよりシシリー島のCataniaへ移動。

8月11日（日） 収集品の整理。 CataniaとSiracussaで野生大麦を採集する。

8月12日（月） Catania大学の Instituteof Agronomy and Herbaceous Crops を訪問。小麦の作付は

イタリア全体で約340万ha, デュラム小麦が176万ha,普通小麦が158万haである。シシリー島で

は乾燥に強いデュラム小麦が54万haと多く，普通小麦は 3千haにすぎない。デュラム小麦25点の分

譲を受ける。

8月13日（火） 列車でLentiniへ。駅より東南約 3kmを徒歩で採集する。大麦5点，野生大麦2点，

二粒系小麦 l点を採集する。

8月14日（水） 列車でEnnaへ。駅より東南 2kmを徒歩で採集する。 Ennaはシシリー島中央部にあり，

標高約950mで麦作中心地である。駅は町からはずれた山中にあり，まわりは山なみが続き，傾斜畑

が多い。急坂を50mも登ると道路，畑，果樹園の周縁いたるところにHordeumbulbosumの穂がそよ

いでいる。自然のFloraを見るのは初めてで，強い感動を覚える。また，二粒系小麦，他の野生大

麦もあり，出来るだけ多くの穂を採集すべく心がける。 Ennaではデュラム小麦5点，二粒系小麦 1

点，野生大麦1点，新しいタイプの野生大麦5点， H.bulbosum 4 7点を採集する。

8月15日（木） 聖母被昇天祭のため祝日。空路CataniaよりRomeへ移動。 Hotelで収集品の整理。

収集品をAirportBus Terminalの手荷物一時預かり所に預ける。

8月16日（金） ハンガリー航空にてRomeより Budapestへ移動。コンタクト・ポイントのResearch

Centre for Agrobotanyより出迎えを受ける。

8月17日（土） Budapest市内の Instituteof Plant Production and Qualification 本部を表敬訪問。

その後，車で Tt1pioszeleへ移動。警察に Registrationをする。 ResearchCentre for Agrobotanyを

訪問。ハンガリーでは麦類の在来種はすでに収集済みで今は改良種に置き換えられている。小麦は

6,300点を保存し，ハンガリー品種600点，うち在来種が130点である。大麦は2,900点を保存し，う

ち120点が在来種である。

8月18日（日）～19日（月） 車でResearchCentre for AgrobotanyのLqkf!t試験地へ。 EBC春大麦Trial

を調査する。 19日朝，気温5℃。高リジン大麦育種について論議する。午後，バラトン湖へ。Tihany

で野生大麦1点を採集する。

8月20日（火） 憲法記念日で祝日。 5年に 1回開催される農業博覧会を視察する。

8月21日（水） 車で Martonvasar へ。Agricultural Reseach Institute of Hungarian Academy of 

Sciencesを訪問。研究員60名，テクニシャン150名で，敷地内にはベートーベン記念館と広大な庭

園がある。ハンガリーの小麦作付面積130万haの50％がMartonvasarの品種で占められている。後

日，小麦6点，大麦5点を受領する。

8月22日（木） 車でKornpoltへ。 ResearchInstitute of University of Agricultural Sciences Godollo 

を訪問。研究員22名，テクニシャン45名，ハンガリーの大麦作付面積37万haのうち冬大麦28万haの

95％をKornpoltの品種が占めている。また，牧草，大麻，ケシなども研究している。大麦11品種の

分譲を受ける。
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8月23日（金） 車でSzegedへ。 CerealResearch Instituteを訪問。

8月24日（土） T含piQszeleにて所長と水稲育種の Simon博士に会う。 GeneBank Sectionでは 34,000

点以上を保存。 BaseCollectionは一20℃で6,000点， WorkingCollectionは4℃または 0℃で25,000

点以上を保存している。情報管理は COMECONとIBPGRのシステムを併用。 PhysiologySectionでは成

分分析，組織培養，微生物ジーンバンクなどを担当している。後日，小麦20点，大麦96点を受領す

る。宿舎前で野生大麦1点を採集する。

8月25日（日） 列車にてBudapestよりBeogradへ移動。

8月26日（月） バスでNoviSadへ。 Facultyof Agriculture, University of Novi Sadを訪問。小麦作

付面積は156万haで NoviSad育成品種が 100万ha以上作付けされている。 1959年以来63品種が育成

されているが，既に農業研究センターとの間で材料の交換が行われている。

8月27日（火） バスでNoviSadへ。 FieldCrops and Vegetable Growing Institute of Novi Sadを訪問。

大麦の作付面積は29万haで1953年以来17品種を育成している。後日，大麦8品種を受領する。

8月28日（水） バスでKragujevacへ。 Institutefor Small Grains, Kragujevac を訪問。ビール麦育

種の品質標準について論議する。セルビア地方南部にはH.bulbosumの自生地があるとのことである。

8月29日（木） Kompoltよりの大麦の精選。 NoviBeogradで野生大麦1点を採集する。

8月30日（金） ユーゴスラビア航空にてBeogradよりRomeへ移動。

8月31日（土） ～ 9月1日（日） 脱粒。コロッセオわきで野生大麦1点を採集する。

9月2日（月） 在イタリア日本大使館中川書記官に同行して IBPGRを表敬訪問。

9月3日（火） ～ 4日（水） 帰国。

材料の今後の受け渡し計画

収集した材料は10月中旬農業研究センター作物第二部麦導入保存研究室へ納めた。

2 ■ 所感

1名で，麦の収穫期をややすぎた時期に出発したので，苦労した面もあったが，野生種の採集には

適していた。また，国内外を問わず多くの人々のお世話になり，今まで交流の少なかった国々で沢山

の素晴らしい知己を得たことは，今後の国際研究交流の発展に役立つものと信じる。

研究協力機関等

1. Germplasm Institute, National Research Council 

Via Amendola 165/ A, 70126 Bari, Italy 

2. Institute of Agronomy and Herbaceous Crops, University of Catania 

Via Valdisavoia 5, 95123 Catania, Italy 

3. Institute for Plant Production and Qualification 

Kisl6kus U. 15/ A, H-1024 Budapest, Hungary 

4. Research Centre for Agrobotany, IPPQ 

H-2766 Tapi6szele, Hungary 
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5. Agricultural Research Institute of the Hungarian Academy of Sciences 

H-2462 Martonv!s!r, Hungary 

6 . Research Institute of the University of the Agricultural Sciences, Godollo 

H-3356 Kompolt, Hungary 

7 . Cereal Research Institute 

H-6701 Szeged, Hungary 

8. Faculty of Agriculture, University of Novi Sad 

21000 Novi Sad, Yugoslavia 

9 . Field Crops and Vegetable Growing Institute, Novi Sad 

M. Gorkog 30, 21000 Novi Sad, Yugoslavia 

10. Institute for Small Grains, Kragujevac 

Save Kovacevica 31, 34000 Kragujevac, Yugoslavia 

11. International Board for Plant Genetic Resources 

Plant Production and Production Division, FAO 

Via Delle Terme Di Caracalla, 00100 Rome, Italy 

12. Embassy of Japan 

Via Quintino Sella 60, 00187 Rome, Italy 

GI 
IAHCCU 
IPPQ 
RCA 
ARIHAS 
RIUASG 
CRI 
FAUNS 
FCVGINS 
ISGK 
IBPGR 

Germplasm Institute 

Institute of Agronomy and Herbaceous Crops, University of Catania 
Institute for plant production and Qualification 

Research Centre for Agrobotany 

Agricultural Research Institute of the Hungarian Academy of Sciences 
Research Institute of the University of the Agricultural Sciences, Godollo 

Cereal Research Institute 
Faculty of Agriculture, University of Novi Sad 
Field Crops and Vegetable Growing Institute, Novi sad 
Institute for Small Grains, Kragujevac 

International Board for plant Genetic Resources 
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表1.探索・収集 日程表（麦類 ヨーロッバ， 1985)

年月日（曜） 旅 程 行 動 内 容

'85. 8. 1（木） 成田 空路

2面 Rome→ Bari 空路 (Bari)

3 (±) Bari GI訪問

4 (B) ク 準備

5頃） ク GIにて調査

6肉 ク ，，， 

7休） Bari→ Foggia→ Bari 列車，徒歩，収集

8 （木） Bari GIにて調査

9倫） Bari→ Foggia→ Bari 列車，徒歩，収集

10 (±) Bari→ Catania 移動

11 (B) Catania 準備

12情） ケ IAHCCU訪問

13伏） Catania→ Lentini→ Catania 列車，徒歩，収集

14 (7k) Catania→ Enna→ Catania ク

15（木） Catania→ Rome 空路，移動

16 ~ Rome→ Budapest ，，， 

17 (±) Budapest→ Tapi6szele→ Budapest 車， IPPQ本部表敬， RCA訪問

18 (B) Budapest→ Lokut 車， RCA:LOKOT試験地訪問

19 ~) L6kut→ Tihany→ Budapest ク

20伏） Budapest 農業博覧会視察

21 (7k) Budapest→ Martonvils訂→ Tapioszele 車， ARIHAS訪問

22（木） Tapioszele→ Kompolt→ Tapioszele 車， RIUASG訪問
！ 

23 (i:) Tapioszele→ Szeged→ Tapi6szele 車， CRI訪問

24 (±) Tapioszele RCA訪問

25 (8) Budapest→ Beograd 列車，移動
l 

26 ~) Beograd→ Novi Sad→ Beograd バス， FAUNS訪問

27伏） ク バス， FCVGINS訪問
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年月日（曜） 旅 程 行 動 内 容

'85. 8. 28 0k) Beograd→ Kragujevac→ Beograd バス， ISGK訪問

29（木） Beograd 整理

30漁） Beograd→ Rome 空路，移動

31 (±) Rome 整理

9. 1 (8) ク ，，， 

2 ~) ク IBPGR表敬

3肉 ク 空路

4休 成田 帰国
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図1.麦類 イタリア，ハンガリー，ユーゴスラビア探索行動図
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2. 果樹類（台湾省、 1985 & 1986, 45頁 ）

台湾林檎の野生樹 Malus fomosana

嘉義県瑞里の山中 標高1,200m付近）

��cｨ[嗚9歟�2�0�0̂tN薇�0nh�
嘉義県梅山郷安請寺村，標高580m  

野核桃 Juglans cathaensis
 

3. 麦類（イタリア、ハンガリ ー、ユーゴ、 1985, 62頁）

 
Hordeum bulbosum  

デシュラム小麦のコレクション Hordeum sp. 
（カターニア大学にて） （フォジアにて）


